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雑  報

○編集幹事会

 日 時 昭和62年6月1日（月）午後4時より

 場 所 学会室

 議題東京女子医科大学雑誌57巻8号

     査読結果審議

     その他

○集会幹事会

 日 時 昭和62年5月9日（火）午後4時より

 場 所 学会室

 議題271回例会について

    評議員会について

     総会について  その他

編集後記

 従来投稿論文の査読から雑誌発行までの期間がかな

り短かい為，査読者によって指摘された点を著老が充

分吟味し適切な変更をする時間的余裕が少なかった，

この点を改善するために，各号の原稿締切日を1ヵ月

早め（たとえば9号は6月20日を5月20日にした），査

読が終った後著者によって原稿を直す期間を長くとる

ように変更したので投稿老は御注意いただきたい．投

稿論文のうち日本文の表題と英文表題の意味がかなり

異なるものがあったが，できるだけ一致させようとす

るのが編集会議の方針であった．又，一般に本文に比

べ図表の説明に注意が行ぎ届かない傾向があることが

編集会議で指摘された．図には通し番号をつけ’，図の

説明は別紙にまとめて日本語でお書きいただきたいの

である．

 本号には1，000例あるいはそれ以上の症例を集めた

臨床研究の労作が2編も発表された．これだけ多数の

症例を集められるのは本学ならではのことで大変喜ぼ

しい．しかし我々基礎教室の立場からすると，実験動

物を用いた薬理学或は生化学的研究の投稿が少ないの

は残念である．この方面の研究も本誌に投稿下さるよ

う諸先生方にお願いする次第である．

          （1987年6月5日 村木 篁）
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はしがぎ

 ：本集は，学位規則（昭和28年4月1日文部省令第9号，昭和49年6月改正）第8条によ
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東京女子医科大学学会会則

第3条

第10条

第13条

 （雑誌の発行・編集に関する条項抜葦）

本会の目的を達するため次の条項を行な
う．

1．集会 2．雑誌発行

幹事は会長が指名し，会計，集会，編集，

その他の事務を分掌する。

本会の雑誌を「東京女子医科大学雑誌」

と称し，年12回もしくは11回発行し，本

会会員に配布する。

東京女子医科大学雑誌投稿規定

           （昭和62年4月1日改訂）

1．投稿の資格 投稿者は共同執筆者を含め本会

 会員に限る．

2．投稿内容 本誌は原著（和文，または英文），

 総説，臨床報告，調査報告，集会記録・報告な

 どを掲載する．いずれも未発表のものに限る．

3．経費

論文の種類 無料分 有料分 別刷代

原著論文 刷り上がり4頁 超過頁× 50部単位
（400字×16） 6，000円 で有料

24，000円分

臨床報告 刷り上がり2頁 超過頁× 〃

（400字×8） 6，000円
12，000円分

英文論文 刷り上り2頁 超過頁× 〃

（タイプ用紙4枚） 8．000円

16，000円分

依頼原稿 全量無料 50部まで

無料

4。寄稿細則

 1）寄稿カード 本学会所定の寄稿カードに必

  要事項を記入して添付する．

 2）原稿はコピーを一部添えて提出する．

  図表は鮮明なものに限る．

 3）表紙 原稿には表紙をつけ，次の項目を記入

  する．

   表題・著者の所属・主任あるいは指導者名

  （所属が2ヵ所ある場合は列記，あるいは一方

  を脚注とする）・著者の姓名（上つきでフリガ

  ナ）・別刷（著者実費）請求部数（単位50部，

  左余白に朱書）。

 4）抄録 原著および総説の原稿には英文抄録

 （約200語をダブル・スペースでタイプする）

 とその和訳をつける．英文・和文の内容は一

 致させる．英文抄録の冒頭には表題・著者名

 （姓は大文字），所属（主任あるいは指導者名）

 を記載する．

 臨床報告，調査報告などは英文抄録不要，但

 し，脚注とするため，著者名（姓は大文字）・

 所属・表題の順に英訳を別紙に記載して，添

 付する．

5）本文

 （1）和文 文中の欧文はタイプ，または活字

  体とする．原稿はA4版もしくはB5版の

  横書き400字詰原稿用紙にペンまたはボー

  ルペンで書く．

 ワープロ原稿はA4版もしくはB5版用紙を

  用い上下左右に十分な余白を取り，字間・

  行間をあけて20字（40バイト）×20行とす

  る．

 （2）英文 簡明に表現する．論文の構成，そ

  の他寄稿細則は和文に準ずる．A4版タイ

  プ用紙にダブル・スペースでタイプする。

  英文論文には必ず和文抄録（冒頭に表題，

  著者名，所属をつける）を添付する．

6）論文の構成 論文は原則として要約，緒言，

 方法および対象，結果，考察，結論および文

 献とする．

7）数字 文中の数字はアラビア数字を用い，単

 位は原則としてCGS単位を用いる．（dl， ml，

 μ1，min， h，μg， kg，等）．

8）用語 専門用語は学会で統一されている用

 語を用いる．略語を用いる場合は，初出の際

 には省略しない．

9）図，表図表は本文とは別紙とする．図は図

 1，図2…表は表1，表2…のように番号を

 つける．図表の表題は，別紙にまとめて記入

 する．

10）写真は手札版が望ましく白黒明瞭なものに

 限る．アート紙の場合は刷上り実寸大のもの，

 電顕写真にはバーを入れる．

 原色版（カラーアート紙）の実費は著者負担

 とする．



   原図および表の大きさはA4版以内とし，

  白紙あるいは青色方眼紙に黒色で明瞭に書

  く．

   提出された図，表が印刷に耐えない場合は，

  改めて図，表を作製し直すことがある．その

  実費は著者負担とする．図，表および写真の

  挿入箇所は，本文原稿右側欄外に，図，表，

  写真の番号を明記して示す．

 11）文献

  （1）引用文献

   論文に直接関連する文献に限り，引用順に

  一連番号をつけて，論文末尾に記載し，本文

  中の引用箇所には，右上肩に片カッコを付し

  た番号で示す．

  （2）雑誌名

   文献に引用する雑誌名の略名は，外国誌に

  ついては，Index Medicusにより，和雑誌は，

  各誌の表紙に表記の略名による．

  （3）文献引用例

  a．雑誌論文の引用

 著者名：表題．雑誌名 巻：開始頁一盛終古，

発行年の順序とする．著者名は3名まで記載し，

4名以上の場合には筆頭著者を含めて3名のみ記

載し他は「ほか」，あるいは，ret al．」と省略する．

外国雑誌論文の著者名はfamily name，且rst

name， middle nameの順序で記載し， family

name以外はinitia1のみとする．和雑誌の日本人

名は姓，名前の順に記載する．

  例1．山根清美，竹内 恵，北村英子ほか：

    末梢神経組織内に肉芽腫の認められた

    sarcoid neuropathyの1例，日内会誌

    75 ：522－527， 1986

  例2．Gorden T， Castell WP：High den－

    sity as a protective factor against

    coronary heart disease． The Framingh－

    am Study． Am J Med 62：607－714，1977

  b．単行本の引用

 著書引用の場合は著者名あるいは編者名：書

名，引用頁［pp 82－98の如く記載］，発行書店名，

発行地，（発行年）の順に記載する．編者のある単

行本の一部を引用する場合には著者名：表題，「書

名」（編者名），引用頁，発行書店，発行地，（発行

年）の順序とする．翻訳書の場合には書名のあと

に監訳者名をいれる．単行本の全部を引用する場

合は引用頁を記載する必要はない。

  例3．斎藤慎太郎：甲状腺疾患．pp 1－16，

    永井書店，大阪（1985）

  例4．五島雄一郎，後藤由夫編：動脈硬化症

    の新しい診断と治療．医薬ジャーナル社，

    大阪（1985）

  例5．城所良明：神経筋接合の形成．「筋発生

    の細胞生物学」（小沢英二郎，嶋田 袴，

    真崎知生編），pp 259－282，学会出版セン

    ター，東京（1983）

  例6．Swaiman KF， Ashwal S：MEP小

    児神経病ケーススタディ．46例の研修（福

    山幸夫監訳），医学書院，東京（1980）

  例7．Kahn CR， Roth J：Insulin rece－

    ptors in disease states．、肋Hormone－

    receptor Interaction（Levy GS ed．）pp 1

    －29，Marcel Dekker， New York（1981）

5．雑誌の編集・発行 編集委員会は編集幹事に

 よって構成され，本誌の編集・発行に関する責

 任と権限をもつ．

  編集委員会は投稿原稿を査読し，採否を決定

 する．編集委員会は原則として毎月1回開催す

 る．論文の掲載は受付順を原則とする．

  本誌の発行は年12回，もしくは11回とする．

 臨時増刊は年1回を原則とする。

6．校正 初校・再校は富盛校正を原則とする．大

 幅な改変や訂正は許されない．

7．別刷 別刷は著者実費，50部単位で申込みを受

 ける．発行後の追加は認められない．

8．寄稿の宛名

 〒162 東京都新宿区河田町8－1

     東京女子医科大学学会編集幹事宛

      Te1．03（353）8111 内線2233
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